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■ 日本活断層学会 2020 年度秋季学術大会（オンライン）のお知らせ
　2020 年 11 月 22 日（日）～23日（月・祝）に、日本活断層学会の 2020 年度秋季学術大会開催されま
す。当初は富山県内で開催予定でしたが、昨今のコロナ禍により、今年度はオンラインでの開催となりま
した。22日午後に開催のシンポジウムは、どなたでも無料で参加することができます。この機会に、「活
断層」について学んでみませんか？　皆さまのご参加をお待ちしています。

                     日時：11月 22日（日）13:30 ～ 16:30
プログラム：
　13:30～13:40　趣旨説明
　13:40～14:05　県立博物館が行う跡津川断層真川露頭の教育利用について
　　　　　　　　　講師：丹保 俊哉 氏（富山県立山カルデラ砂防博物館）
　14:05～14:30　熊本県益城町における天然記念物布田川断層帯の保存活用の現状と展望
　　　　　　　　　講師：森本 星史 氏（益城町教育委員会）
　14:30～14:55　断層破砕帯の保全と野外展示ーフォッサマグナパーク、糸魚川‒静岡構造線の例ー
　　　　　　　　　講師：竹之内 耕 氏（フォッサマグナミュージアム）
　15:10～15:35　ジオパークにおける活断層の保全と活用ー伊豆半島および山陰海岸を事例にー
　　　　　　　　　講師：新名 阿津子 氏（伊豆半島ジオパーク推進協議会）
　15:35～16:00　「活断層」×「ジオパーク」：変動する日本列島を語るコンテンツ
　　　　　　　　　講師：山口 勝 氏（NHK放送文化研究所）
　16:00～16:30　総合討論
参加方法：YouTubeでLive配信します。配信アドレスは大会HPにて１週間前にお知らせします。

シンポジウム　「活断層に関連する地形・地質の保護・保全の現状と展望」

11 月 22 日（日）9:00～12:00、11 月 23 日（月・祝）9:00～12:00 の一般研究発表にも参加できます。
研究発表は Zoomによるオンライン開催で、日本活断層学会会員の方は無料ですが、非会員の方は参加費 3,000 円が必要に
なります。また、事前の申込が必要です。参加希望の方は、１週間前までに大会実行委員会へお申し込み下さい。

【お問い合わせ】 
日本活断層学会 2020 年度秋季学術大会実行委員会
  Mail : toyama-af-fm@sus.u-toyama.ac.jp

↑↑大会HPへはこちらから↑↑
https://jsaf.info/html/meeting/2020fall.html

参加無料
事前申込不要

※シンポジウムのみ
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　10月７日～9日かけて、三笠ジオパーク（北海道三笠市）で開催された、日本ジオパークネットワーク全
国研修会に参加しました。研修のテーマは「ジオパークを活用したブランディングを考える～SDGs を踏ま
えた地域のブランド化～」で、三笠にある「モノ」「ヒト」や三笠ジオパークが取り組む「コト」を体験しな
がら、地域の持続的発展や一過性では終わらない「地域ブランド」の構築について考えていきました。研修
の多くはグループワークで、提示された複数の題材について「強み」「弱み」「機会」「脅威」をそれぞれ分析
し、それをもとに題材を売り込むターゲット像を考え、その人に届くキャッチコピーを作成しました。
　今回の研修では、ニーズが多様化し選択の幅が広がった現代、持続可能な地域ブランディングで大切なこ
とは「誰に何を伝えるか」であり、そのために売り出したい「地域の宝もの」を分析し、売り込むターゲッ
トの明確化が重要だと繰り返し学ぶことができました。また、今回研修が行われた三笠ジオパークでは、自
分の地域の強みや弱みなどをまめに分析し、それらをツアー等次の活動につなげる取り組みがされていまし

■ 第 15 回 日本ジオパークネットワーク全国研修会 in 三笠ジオパークに参加しました

　10月 29日（木）に、黒部市のホテルアクア黒部１階のカフェ
「GANJU」にて、コロナ禍の影響により開催を延期していた “ジ
オカフェ” を開催しました。“ジオカフェ” とは、立山黒部ジオパー
クや会場のお店、当日の話題などに興味のある人が会場のお店に
集まり、食事や飲み物を楽しみながら提供された話題や地域のこ
とについて語りあう活動です。
　今回のゲストスピーカーは、お店のオーナーである濱西若菜さ
んでした。濱西さんは沖縄出身で、お店の名前の「GANJU」とは、
沖縄で「元気、健康的な」という意味を表すそうです。その店名
にぴったりな笑顔が素敵な濱西さんは、沖縄からアメリカ、台湾、
東京都とアクティブに住まいを移し、現在はご主人の故郷である
富山県入善町にお住まいです。富山に来てまず感動したのは、沖
縄では見ることのできない立山連峰のスケールとその迫力。さら
に、お米、水、野菜、魚、どれもおいしこと、海岸に打ち上げら
れるホタルイカ、入善の沢スギで見た自然に群れ飛ぶホタルなど
など…富山に来て感じたたくさんの感動をお話していただきまし
た。「富山は贅沢すぎる！もっとみんなに知ってほしい！！」と感
じているそうです。濱西さんのお話から、普段私たちが当たり前
と思って見過ごしていることは、富山の大地や自然が生み出して
いるかけがえのない魅力なのだと改めて気づくことができました。

黒部市天神新 353-1
ホテルアクア黒部 1 階 アクアテラス内

TEL:0765-56-7112
営業時間：9:30 ～ 19:00

今回のお店　♡　Cafe「GANJU」

台湾から直輸入しているタピオカを使用したタピオ

カドリンクやスムージーなど、色々なメニューを楽

しめるカフェです。お店の SNSをぜひチェックし

てみて下さい。

■ 「ＴＫＧジオカフェ in GANJU（ガンジュー）」を開催しました

た。なによりも「ジオ」のお宝を、守って、使って、稼いで
100 年後も続く地域を目指そうという熱い思いが伝わってき
ました。立山黒部地域の素晴らしい「富山の宝もの」を次の
世代へ引き継いでいけるよう、今回の研修で学んだことを活
かしていきたいと思います。



■ ジオパーク散歩のお知らせ

■ 黒部川扇状地研究所 令和 2年度秋季研究例会のお知らせ

　現地集合現地解散型ツアー「ジオパーク散歩」の参加者を募集しています。ジオガイドと一緒に歩き
ながら、身近な「なぜ」について学んでみませんか？

■  ＼今度、立山黒部に来られキャンペーン／まだまだ実施中！
　現在、県外に住むお友達に立山黒部の魅力スポットなどを教えるキャンペーンを SNS 上で実施しています。参
加方法は、立山黒部ジオパークエリア内のオススメの場所を Facebook や Instagram、Twitter に「# 立山黒部

※ 歩きやすい服装でご参加ください。
※ 飲み物等を持参してください
※ 新型コロナウィルス感染防止の観点からマスクを着用してご参加ください。
※ 小雨決行。
【お申込み・お問合せ先】
 立山黒部ジオパーク協会　TEL：076-431-2089　E-mail :  info@tatekuro.jp

◎ ジオパーク散歩「黒部川の治水の歴史と自然崇拝」
　内　　容：黒部川扇状地の扇頂部、愛本橋周辺を散策しながら、
　　　　　　黒部川の治水と水に関する信仰の歴史について学びます。　　　　　
　日時：11月 12日（木）9:00 ～ 12:00（受付 8:30 ～）
　担当ジオガイド：松木 紀久代 ガイド
　集合場所：宇奈月市民サービスセンター前
　見学場所：愛本橋、黒部川神社、黒西合口用水、愛本姫社
　対象：どなたでも　※小学生以下は保護者同伴
　定員：15名（要申込、先着順）
　参 加  費：300円（保険代）

　黒部川扇状地研究所の研究例会が、入善まちなか交流施設うるおい館で開催されます。聴講無料で、会
員以外の一般方々の聴講も歓迎します。皆さまぜひご参加ください。
日時：11月８日（日）13:30 ～ 16:40
会場：入善まちなか交流施設 うるおい館　2Fイベントホール１
内容：◎研究報告　13:40～14:40
　　　「職藝学院の魅力と可能性」
　　　　講師：浦山 隆一 氏（黒部川扇状地研究所副所長、職藝学院学院長）
　　　　　　  大丸 英博 氏（職藝学院教授）
　　　◎講演　15:00～16:30
　　　「加賀・富山藩の扇状地と近世民家の歴史的展開」
　　　　講師：森本 英裕 氏（職藝学院准教授）

に来られ」のハッシュタグをつけて投稿するだけ。見た人が立山黒部に遊びに行きた
くなる投稿をどんどん増やして、立山黒部の魅力を広く教えちゃいましょう。皆さま
のご参加をお待ちしています♪



■協会会員企業の紹介

■たてくろ　見どころ紹介コーナー

　富山湾沿岸地域の丘陵には、今から約 1,000 ～
500 万年前の海でたまった音川層という地層が分
布しています。中でも富山市八尾町にある音川層
の露頭は、「天狗平の化石層」として富山市の天
然記念物に指定されています。この地層からは、
エッチュウカガミガイやチタニビノスガイなどの
今はもう絶滅した貝化石や、現在の北海道の浅瀬
でみられるアラスジサラガイなど冷たく浅い海に
生きている貝の化石が見つかっています。このこ
とから、1,000～500 万年前の富山には、現在と
異なった冷たく浅い海が広がっていたことが分

貝化石が語る昔の富山 ～今より寒く、浅かった富山の海~

天狗平の化石層

かっています。
　このように、地層中の化石を丁寧に調べることで、その当時の環境を詳しく知ることができるのです。

※ 興味のある方は、立山黒部ジオパークのホーム

ページをご覧いただくか、立山黒部ジオパーク協

会（076-431-2089）までお問い合わせください。

立山黒部ジオパーク協会では、富山県東部地域の
魅力を世界へ発信するために、民間活力を活かし
たジオパーク活動を行っています。私たちの活動
を支援してくださる方、手助けをして下さる方を
お待ちしています。

会員を募集しています！

てんぐびら

立山黒部ジオパーク協会の会員企業を、五十音順（昇順、降順）でご紹介していきます。


